
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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月例調査レポート

長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート 「2025年の経営見通し」①
■ 生活者アンケート 「2025年の暮らし向き」
■ 北信濃 明治時代の風景 （34）豊野
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忘年会・新年会で賑わう温泉街を見下ろす城山にかかる「戸倉上山田♨」という大きな赤い
字の看板。この看板の初代は昭和11年とのこと。昭和34年に約５ｍ四方の鉄骨組みのネオン
管にリニューアルされ、10年ほど前からはLED化されているそうです。ところで昨年10月、
同温泉街の「スナック文化」と「ネオン看板」という昔ながらの「地域資源」を活かした「NEO
ネオン」プロジェクトが若い世代のファンづくりや地域の文化の維持に大きく貢献している
として、千曲市が「世界の持続可能な観光地TOP100選」に選出されました。

千曲市
戸倉上山田温泉



◇12月調査による［北信地区の経済状況］
　全産業（不動産業・旅館業除く）の売上高前年同
月比は、増加した企業が33.0％、不変が42.1％、

減少が24.9％となりました。10月調査時に比べる
と増加が4.4㌽増、不変が1.7㌽減、減少が2.7㌽減
となり全体として増加の状況です。

→ → →

月例
調査 前回調査  2024年10月

●売上高〈生産高・施工高〉前年比「増加・不変・減少」割合（％）
矢印は前回調査比
（3ポイント以上の動き）

増加　　　不変　　　減少

全産業の｢売上高｣は増加

改善 不変 悪化

◇2024年10月の長野県鉱工業指数
　（速報：季節調整済指数）
　生産は108.2（前月比▲2.7％）で
２カ月ぶりの低下、出荷は104.3
（同▲4.7％）で２カ月ぶりの低下、
在庫は110.5（同＋0.2％）で５カ月
ぶりの上昇となりました。
◇前年同月比（原指数）　 
　生産は113.6（前年同月比▲3.0
％）で３カ月連続の低下、出荷は
107.2（同▲4.9％）で３カ月連続
の低下、在庫は111.1（同▲8.8％）
で11カ月連続の低下となりまし
た。

［生産］　上昇…情報通信機械、食料品、その他など８業種
　　　 低下…はん用・生産用・業務用機械、化学、輸送機械など９業種
［出荷］　上昇…プラスチクック製品、窯業・土石製品、その他など９業種
　　　  低下…はん用・生産用・業務用機械、輸送機械、情報通信機械など８業種
［在庫］　上昇…はん用・生産用・業務用機械、情報通信機械、その他など９業種
　　　  低下…化学、電気機械、プラスチクック製品など７業種

生産は2カ月ぶりの低下
前年同月比は３カ月連続の低下
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●長野県鉱工業の生産・出荷・在庫指数（季節調整済）の推移
   （2015年＝100／資料：長野県）
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概　　  況 全 産 業

197社（回収率89.6％）
30人未満
30人以上

71.6％
28.4％

68社（回収率86.8％）
30人未満
30人以上
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30人未満
30人以上

84.1％
15.9％
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●機械稼働率と機械稼働状況前月比「上昇・低下」割合の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％／資料：当金庫）
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製  造  業 食料品、金属加工品、一般機械、電気機械、自動車部品、精密機械

　製造業の生産高前年同月比は、増加した企業が
35.3％、不変が42.6％、減少が22.1％となりました。
10月調査時に比べると増加が0.9㌽増、不変が2.0
㌽増、減少が2.9㌽減となり全体として増加の状況
です。

企業からのコメント
☆★業界としてはやや売上減少状況。当社は昨年７
月から値上げに踏み切り、10月でほぼ完了した。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （印版・紙器）
☆業界では１年ほど前から発酵バレープロジェクト
　を通じて長野県の発酵食（酒・ワイン・味噌・漬
　物等）のPR活動をしており、期待している。
☆★商品価格を値上げしたが、販売面で売上が変わ
　らないものと大きく落ち込むものがあり、その差
　が大きいと感じている。　　　　　　　　  
★原材米が高騰しているため、手当てするのにとて
　も苦労している。　　　　　　  　（以上、食料品）
☆受注は安定しており、中期的に販売は好調。今後、
　新アメリカ大統領が就任しても大きな変動はない
　と予想している。　　　　　　　　　  （医療機器）

｢生産高｣ 一般機械・電気機械・精密機械が増加し、全体も増加

［業 種 別］　増　加…一般機械・電気機械・精密機械
　　　　　　減　少…食料品・金属加工・自動車部品
［機械稼働］　上昇企業の割合　（20.3％）　→ 19.4％
　　　　　  低下企業の割合　（20.3％）　→ 14.9％
　　　　　  機械稼働状況（前回比）　上昇
　　　　　  機 械 稼 働 率   （81.2％）　→ 78.4％
［受注状況］　増加企業の割合　（24.2％）　→ 20.9％   
　　　　　  減少企業の割合　（12.9％）　→ 10.4％
　　　　　  受　　注　　量（前回比）横ばい
　　　　　  受　注　残　高（2.3カ月）　→ 2.2カ月 
［受注基調］　上昇企業の割合　（25.0％）　→ 22.7％
　　　　　  下降企業の割合　（17.2％）　→ １3.6％
　　　　　  受　注　基　調（前回比）横ばい
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●生産高前年同月比「増加・不変・減少」割合（％）
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●生産高前年同月比「増加・不変・減少」割合の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （％／資料：当金庫）
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●長野県の労働時間の動き〈前年同月比〉
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建  設  業 総合建設、土木工事、建築、各種設備

企業からのコメント

☆★2025年、建築基準法、省エネ法改正で中小企業
　にとっては厳しい時代が来るのではと危惧してい
　る。お客様にとっては良い家が建つ分、予算が上
　がってくるのではと思う。　　　　　  （一般建築）
☆★期初より想定していたことであるが、大型案件
　は2025年後半以降となっており、現行は中小案件
　の掘り起こしと、新規得意先へのワークを実施中。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （内装仕上）

概　　　況

●施工高前年同月比と受注状況の推移
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　建設業の施工高前年同月比は、増加した企業が
30.4％、不変が45.0％、減少が24.6％となりました。
10月調査時に比べると増加が8.3㌽増、不変が2.0
㌽減、減少が6.3㌽減となり全体として増加の状況
です。

｢施工高｣ 土木工事・各種設備が増加し、全体も増加 

［業 種 別］　増　加…土木工事・各種設備
　　　　　 横ばい…総合建設・建築
［受注状況］　｢多い・適正」企業の割合 （70.1％） → 67.6％　
　　　　　  ｢少ない」企業の割合  　（29.9％） → 32.4％
　　　　　  受注高月商倍率（3.2カ月） → 3.45カ月

●施工高前年同月比「増加・不変・減少」割合（％）
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☆★2025年、建築基準法、省エネ法改正で中小企業にと
っては厳しい時代が来るのではと危惧している。お客様
にとっては良い家が建つ分、予算が上がってくるのでは
と思う。（一般建築）
☆ ★期初より想定していたことであるが、大型案件は
2025年後半以降となっており、現行は中小案件の掘り起
こしと。、新規得意先へのワークを実施中。（内装仕上
）
☆ ★大規模リフォームは年数件と減り始めている。最
近、水回りリフォーム、１階だけのリフォーム、外装工
事などの部分的リフォームが増えてきた。（総合建設）
★ 先月同様に厳しく、新築完成内覧会を計画しても問
合せが無い状態であり、年明けとともに動向を注視した
い。（総合建設）

11
月

４～11月の公共工事（東日本建設業保証取扱分）

　長野県の４～11月の発注合計は、1,934.2億円（前
年同期比＋15.4％）となりました。前年比プラスは
「県」の531.7億円（同＋9.1％）、「市町村」の589.6億
円（同＋10.6％）、「その他」の590.6億円（同＋57.2％）、
マイナスは「国」の218.1億円（同▲20.7％）でした。
　北信地区市町村の発注合計は179.1億円（同▲1.4
％）で、うち長野市は83.5億円（同＋1.6％）でした。
●建設業保証取扱分から見た長野県と北信地区市町村
　の公共工事の状況（2024年11月/2024年４月～11月累計）
　　　　　　　　　　　　　  （単位＝百万円／資料：東日本建設業保証㈱）

国
県

市 町 村
そ の 他
合　　計
市 町 村

（内長野市）

長　

野　

県

北 

信

2024年11月 前年同月比  2024年4月～11月  前年同期比

　   612 ▲83.0％ 21,813 ▲20.7％
  6,873   ＋125.0％ 53,170 ＋9.1％
  4,965   ▲22.2％ 58,961  ＋10.6％
      247   ▲57.0％ 59,059  ＋57.2％
  12,698 ▲6.7％ 193,418 ＋15.4％
       1,740 ＋104.1％     17,913   ▲1.4％
       679 ＋167.8％     8,349   ＋1.6％

　長野県の４～11月の新設住宅着工戸数は7,669戸
（前年同期比▲0.5％）でした。持家が4,254戸（同▲
0.6％）、貸家が2,157戸（同▲1.3％）、分譲が1,202戸
（同＋2.6％）、給与が56戸（同▲16.4％）です。  
　北信地区の４～11月の新設住宅着工戸数は1,803
戸（同▲15.4％）でした。持家が1,076戸（同▲5.9％）、
貸家が493戸（同▲23.1％）、分譲が231戸（同▲31.9
％）、給与が３戸（同▲50.0％）です。

４～11月の新設住宅着工戸数 

●長野県と北信地区の新設住宅着工戸数
  （20２4年11月/2024年4月～11月累計） 　　  （資料：長野県）

11月

（内長野市）

前年同月比

（内長野市）

４～11月

前年同期比

持　家 貸　家 分　譲 給　与 合　計

北
信
地
区

長
野
県

11月

前年同月比

４～11月

前年同期比

 552戸 226戸  113戸 1戸 892戸
 ＋19.2％   ▲25.9％  ▲33.5％  ▲80.0％ ▲5.4％
 4,254戸  2,157戸   1,202戸 56戸  7,669戸
 ▲0.6％ ▲1.3％ ＋2.6％ ▲16.4％ ▲0.5％
 150戸  23戸 38戸 1戸 212戸
 106戸  23戸  37戸      1戸 167戸

 1,076戸  493戸 231戸     3戸 1,803戸

  ＋42.9% ▲62.9% ▲30.9% ▲50.0%  ▲5.4%

＋125.5% ▲60.3% ＋19.4% ±0.0%  ＋21.9%

▲5.9% ▲23.1% ▲31.9% ▲50.0% ▲15.4%
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卸小売業 卸売業、小売業

サービス業 サービス、輸送、外食、観光、不動産

｢売上高｣ サービスが増加、輸送は横ばい、外食は減少

　卸小売業の売上高前年同月比は、増加した企業
が25.0％、不変が45.0％、減少が30.0％となりまし
た。10月調査時に比べ増加が3.0㌽増、不変が1.3
㌽減、減少が1.7㌽減となり全体としては増加の状
況です。

「売上高｣ 卸売が増加、小売は横ばい

［業 種 別］　増加…卸売業　横ばい…小売業

企業からのコメント
★物価の高騰に伴い、買い控えが目立つようになって
　きた。　　　　　　　　　　  （スポーツ用品小売）
☆物価高騰等の影響もあり、価格の高い新車より中古
　車市場の方が活発であり、　中古車自体が不足して
　いる印象を受ける。　 　　　　　　 （自動車小売）
☆★安価なジェネリック医薬品の普及により売上高は
　伸びないが、利益率に大きな変動はない。  （薬局）
☆自社ネット通販に対して、スマホを使った高齢者か
　らの注文が増えて来ている。　　　  （衣料品小売）
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　サービス業　売上高前年同月比は、増加した企
業が10.0㌽増の60.0％、不変が15.0㌽増の40.0％、
減少が25.0㌽減の０％で、全体として増加の状況
です。
　輸送業　売上高前年同月比は、増加した企業が
横ばいの33.3％、不変が横ばいの33.3％、減少が
横ばいの33.3％で、全体として横ばいの状況です。
タクシー、運輸とも横ばいです。
　外食業　売上高前年同月比は、増加した企業が
横ばいの55.6％、不変が33.3㌽減の11.1％、減少が
33.3㌽増の33.3％で、全体として減少の状況です。
　観光（旅館）業　入込数は前月比3.3%増加、前
年同月比でも8.6％増加しています。
　不動産業　需給状況は前回に比べ、「双方手控
え・どちらも低調」は14.3㌽増加の42.9％、「引合
いやや増加」は14.3％減少の０％でした。

企業からのコメント
☆観光シーズン利用客に加えて地元の企業様に多くご
　利用いただき、売上は増加した。　　　　  （旅館）
☆★12月から入浴料金の値上げを予定している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （日帰り温泉）
☆ハウスメーカーから土地の問い合わせは多い。今後
　も需要はあるため土地の価格は上昇傾向にある。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （不動産）
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●売上高前年同月比「増加・不変・減少」割合（％）
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●売上高前年同月比「増加・不変・減少」割合の推移
                                                             （卸・小売業／％／資料：当金庫）
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●2024年の業況は、2023年に比べてどうだったか（％） ～全産業は2023年（＋9.0）より悪化の▲6.6に～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2024年2022年 2023年

全産業 全産業

●2025年の業況見通しは、2024年に比べてどうか（％） ～全産業は2024年（実績＋5.5）より12.1ポイント悪化の▲6.6を予想～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2025年（見通し）2024年2023年

全産業全産業
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　「2024年の業況は、2023年に比べてどうだった
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなった」と「やや良くなった」
を合わせた［良くなった］と答えた企業（22.4％）か
ら、「悪くなった」と「やや悪くなった」を合わせた
［悪くなった］と答えた企業（29.0％）を引いた業況
判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6となり、2023年（＋9.0％）に比べ15.6
ポイ
ント悪化となりました。

　従業員規模で見ると、30人未満の業況判断Ｄ.Ｉ.
は▲7.3に対して、30人以上は▲5.2となり、30人
未満が2.1㌽下回りました。
◇４業種 （2023年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（▲1.6）に
比べ▲11.7ポイント悪化の▲13.3となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋8.8）に
比べ21.9㌽悪化の▲13.1となりました。
　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（±０）
に比べ5.0㌽悪化の▲5.0となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
37.8）に比べ19.7㌽悪化の＋18.1となりました。

　「2025年の業況見通しは、2024年に比べてどう
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合
わせた［良くなる］と答えた企業（18.1％）から、「悪
くなる」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答
えた企業（24.7％）を引いた業況判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6とな

り、2024年実績（＋5.5）に比べ12.1㌽悪化しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の▲4.6に対し
て、30人以上は▲12.3となり、30人未満が7.7㌽上
回りました。
◇４業種（2024年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋17.8）に
比べ17.8㌽悪化の±０となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（▲12.2）
に比べ8.1㌽悪化の▲20.3となりました。

　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋7.0）
に比べ9.5㌽悪化の▲2.5となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
10.8）に比べ7.8㌽悪化の＋3.0となりました。
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　製造業
◇ロシア・ウクライナ戦争、イスラエル・ガザ紛争
　に加え、アメリカ大統領トランプ氏の就任等、不
　安材料が多く業界の見通しが全くつかめない。
 （輸送機械部品）
◇「明けない夜はない」と信じ設備投資を実施した。
　不安はあるが、先を信じ今できることをしっかり
　やっておきたいと思う。 （精密板金加工）
◇後継者不在の状況を早期に解決したい。収益改善
　のため、生産性の向上に取り組みたい。
◇円安が続く限り、原料・資材等は全て値上げ傾向。
　日本経済の好転はみえにくいので、会社は省力化
　への投資をしつつ新たな収益を出せる販路を開拓
　したい。
◇大手量販店の仕事をいただける予定で、今後、生
　産が間に合うかとの心配もある。まだまだ伸びる
　余地はあるので、大胆かつ繊細に改めていきたい。
 （以上、食料品）
◇販売方法など見直せるところを見直し、できるだ

　け効率を上げておきたい。動きがあったとき、す
　ぐに対応できるように。 （圧縮機）
◇今年は、人材確保が本格化する年になる。すでに
　退職予定の従業員もおり、人材の確保育成が大事
　な年になると思う。 （精密板金部品）
◇当社の業界は全体的に縮小していくとみている。
　したがって、販路拡大と付加価値を一層上げてい
　く努力が欠かせない。 （金属製品）
　建設業
◇職人不足の中、より収益性の高い工事を中心に受
　注を目指す。住宅の新築工事は建材の価格高騰に
　よる請負額の高価格化や住宅ローン金利の上昇に
　より、減少していくだろう。 （一般建築）
◇受注については、計画値をクリアする見込み。た
　だし、資材・外注費等の高騰が続き、利益幅は厳
　しい状況が続いている。
◇公共事業が減少してきており、今までと同じ形で
　の売上高は望めない。新規事業、新たな収益源を
　模索検討しているが、現状、形にはなっていない。
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［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
調査企業：回収210社（製造業68社、建設業69社、
　　　　　卸小売業40社、サービス業33社）
　　　　　うち従業員30人未満153社（72.9％）

アンケート
2025年の経営見通し ①

2024年１２月調査

良
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悪
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良い

やや良い

ほぼ同じ

やや悪い

悪い
分からない
無回答

良くなる

やや良くなる

ほぼ同じ

やや悪くなる

悪くなる
分からない
無回答

良
い

悪
い

「2025年の展望と業界見通し」に関する企業からのコメント
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 ▲6.6　［良くなった］22.4％ ［悪くなった］29.0％
 ▲６．６　［良くなる］18.1％ ［悪くなる］24.7％

2024年の業況

2025年の業況見通し
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▲6.6▲8.5

＋９.0

◇ 受注に応じて売上・利益も変動するので、来期の
　予想も推測し難いが同率の売上利益を目指したい。
◇建築リフォームの引き合いは毎年増えている。し
　かし、競合も増え失注もある。付加価値・サービ
　スの充実が必要と考える。　　（以上、総合建設）
　卸小売業
◇地元顧客様の中での存在価値を高め、長野県を代
　表する菓子企業として飛躍をする。業界は嗜好品
　のため、厳しい状況ですが、顧客様が幸せな時間
　を過ごせるようお手伝いをしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（洋菓子小売）
◇秋にオープンする須坂イオンモールの影響がどの
　程度になるか分からないが、温暖化が進行する中
　で、衣料品の販売には大きな影響が出てくると思
　われる。　　　　　　　　　　　　（衣料品小売）

　サービス業
◇今までの稼ぎ方を変えなくてはならない。新しい法
　の改正により、会社として新しい形態に生まれ変わ
　る必要があり、なんとか順応していければと思う。
◇人口減少にともない国内輸送需要は徐々に減少し
　ていくものと思われるが、それを上回るスピード
　で供給力が落ちていく。2024年問題の影響がさら
　に顕在化してくるものと考える。（以上、運送業）
◇従来型媒体による広告出稿は長期的に減少する見
　通し。SNS等デジタルソリューション活用による
　広告宣伝、プロモーションが増加すると見込まれ、
　今後、同部門による提案力強化を早急に進めてい
　く。　　　　　　　　　　　　　　　（広告代理）
◇ 団体客を受入れする宿泊施設が年々少なくなって
　いるので、今後、さらに当館の強みを活かせると
　思う。　　　　　　　　　　　　　　（温泉旅館）

2024年の業況

全産業で前年に比べ悪化

●2023年と比べて、2024年の暮らし向きはどうだったか（％）

●2025年の暮らし向きは、2024年に比べてどうなるか（％）

全　体

全体 全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

2024年 2025年（予測）

2023年 2024年（今回）

全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

　「2024年の暮らし向きは、2023年と比べてどう
だったか」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は8.8％（2023年調査：8.4％）、「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は25.6
％（同調査：21.5％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲16.8
となり、2023年（▲13.1）に比べ3.7㌽悪化しました。

　男女別では、［良くなった］は男性7.6％、女性
10.5％、［悪くなった］は男性27.3％、女性23.5％と
なり、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲19.7％、女性▲
13.0となりました。年代別では、10～20代が＋7.0、
30～40代が▲9.0、50代以上が▲30.6となり、年代
により顕著な違いがみられました。
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◇ 色々なものが高くなっている。しばらく戻りそう
　もなくいつまで続くのか不安を感じている。
◇ 年金は私達の代のときに存在するのかなど、老後
　のことを考えるととても不安。
◇ 以前は海外旅行をたびたび楽しんでいたが、円安
　が定着してしまった影響で海外旅行に行きにくく
　なってしまった。　　　　　   （以上、20代女性）
◇ 先々のことを考えると、不安等に押しつぶされそ
　うになるが、自分がやりたいことをできるように
　資金面を考えながら過ごせればと思う。
◇ 現在妻が103万、106万の壁を超えない範囲で働い
　ているが、年収の壁が撤廃または緩和された場合
　に、働き方や家事の分担をどうするか、子供が小
　さいこともあり頭を悩ませている。
◇ 金融機関からの借入金利の上昇や物価高など暮ら
　し向きについて後ろ向き的な要因が多いと感じる。
　このような状況にあって、今年度の長野市の方針
　である子供の医療費無償化には大いに期待してい
　る。　　　　　　　　　　　　（以上、30代男性）
◇ 子供にお金がかかるときなので、子供が大学に行
　く際は家計が苦しい。学資保険に入っているが、
　月々の支払いも３人分はかなり負担になっている。
◇ 物価高が会計を直撃しており、給与収入が多少増
　えても支出として出ていってしまうため、給与が

　上がった実感は全くない。景気が良くなったと感
　じることも少ない。　　　　　（以上、40代女性）
◇ 物価高なのに給料は上がらず、生活に不安しか感
　じない。　　　　　　　　　　　　　（50代女性）
◇ 食品価格、光熱費等の日常生活周りのコストが上
　昇し、個別価格に敏感になっている。家電等の耐
　久消費財の購入は見送っている。
◇将来、自分が高齢者になり独り身になったときに、
　終活や住まいなどの問題をうまく乗り越え、管理
　できるかが不安。今後、増えるであろう「独り身」
　に対して、国、市町村が「子育て問題」と同じレベ
　ルで真摯に考えてもらい、公共・民間で協力して
　相談できる窓口を増やして欲しい。
◇ 一日一瞬を「一生懸命」生きるだけ。
　　　　　　 　　　　　　　　　（以上、50代男性）
◇ 買い物をしていても、物の値段が高くなったこと
　を実感している。節約できる所は節約して少しで
　も老後の蓄えにと思う日々。　　（60代以上女性）
◇ 夫婦円満に暮らしている。
◇ せっかく新車を買ったのに１月にかけて政府の補
　助金が引き下げられ、ガソリン価格がさらに高騰
　するとのこと。政府は無駄遣いせず、国民に寄り
　添った支援をして欲しい。　　（以上、60代男性）

　「2025年の暮らし向きはどうなるか」を聞きました。
　「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた［良くな
る］は7.3％（2024年実績7.4％）、「悪くなる」と「や
や悪くなる」を合わせた［悪くなる］は34.9％（同
23.2％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲27.6となり、
2024年実績（▲15.8）に比べ11.8㌽悪化（予想）とな
りました。
　男女別では、［良くなる］は男性7.2％、女性7.4
％、［悪くなる］は男性36.6％、女性32.7％となり、
暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲29.4、女性▲25.3とな
り、4.1㌽の差がありました。年代別では、10～20
代が▲1.8、30～40代が▲21.2、50代以上が▲41.0
となり、前問同様、顕著な差がみられました。
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34.4 28.4

6.0

良くなる

変わらない

悪くなる

良くなった

2025年の暮らし向き
生活者アンケート

［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）

2024年12月調査
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変わらない
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どちらとも
言えない
無回答

「暮らし向き」に関する生活者からのコメント
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   2024年の暮らし向き

8.4％

21.5％

3.5

2025年の暮らし向き（予想）

▲16.8　［良くなった］8.8％ ［悪くなった］25.6％
▲27.6　［良くなる］7.3％ ［悪くなる］34.9％
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8.8 6.5

65.0

25.6
22.0

0.5

3.6
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0.3
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やや良くなった

悪くなった

やや悪くなる

良くなる 2.1
やや良くなる

悪くなる
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1.8

●「暮らし向き」の推移（全体）

2019年 2021年2020年 2022年 2023年

＋5

0

▲5

▲10

▲15

▲20

▲25

▲30

良くなった

悪くなった

8.8％8.4％ 9.3％6.0％ 7.2％

25.6％17.4％ 15.3％25.0％ 26.2％

暮らし向き判断D・I

▲9.0

▲19.0

▲6.0

▲19.0

2024年

▲13.1

▲16.8

2024年の暮らし向き
2023年に比べ悪化

2025年の暮らし向き（予測）
2024年（実績）に比べ11．８㌽悪化

2025年の暮らし向き（予想）
2024年（実績）に比べ11．８㌽悪化

［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）

2025年の業況見通し

全産業で悪化見通し

8.4％
21.5％

「暮らし向き判断D.I.」の推移（全体）

2019年 2021年2020年 2022年 2023年
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●2024年の業況は、2023年に比べてどうだったか（％） ～全産業は2023年（＋9.0）より悪化の▲6.6に～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2024年2022年 2023年

全産業 全産業

●2025年の業況見通しは、2024年に比べてどうか（％） ～全産業は2024年（実績＋5.5）より12.1ポイント悪化の▲6.6を予想～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2025年（見通し）2024年2023年

全産業全産業
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　「2024年の業況は、2023年に比べてどうだった
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなった」と「やや良くなった」
を合わせた［良くなった］と答えた企業（22.4％）か
ら、「悪くなった」と「やや悪くなった」を合わせた
［悪くなった］と答えた企業（29.0％）を引いた業況
判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6となり、2023年（＋9.0％）に比べ15.6
ポイ
ント悪化となりました。

　従業員規模で見ると、30人未満の業況判断Ｄ.Ｉ.
は▲7.3に対して、30人以上は▲5.2となり、30人
未満が2.1㌽下回りました。
◇４業種 （2023年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（▲1.6）に
比べ▲11.7ポイント悪化の▲13.3となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋8.8）に
比べ21.9㌽悪化の▲13.1となりました。
　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（±０）
に比べ5.0㌽悪化の▲5.0となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
37.8）に比べ19.7㌽悪化の＋18.1となりました。

　「2025年の業況見通しは、2024年に比べてどう
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合
わせた［良くなる］と答えた企業（18.1％）から、「悪
くなる」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答
えた企業（24.7％）を引いた業況判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6とな

り、2024年実績（＋5.5）に比べ12.1㌽悪化しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の▲4.6に対し
て、30人以上は▲12.3となり、30人未満が7.7㌽上
回りました。
◇４業種（2024年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋17.8）に
比べ17.8㌽悪化の±０となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（▲12.2）
に比べ8.1㌽悪化の▲20.3となりました。

　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋7.0）
に比べ9.5㌽悪化の▲2.5となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
10.8）に比べ7.8㌽悪化の＋3.0となりました。
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　製造業
◇ロシア・ウクライナ戦争、イスラエル・ガザ紛争
　に加え、アメリカ大統領トランプ氏の就任等、不
　安材料が多く業界の見通しが全くつかめない。
 （輸送機械部品）
◇「明けない夜はない」と信じ設備投資を実施した。
　不安はあるが、先を信じ今できることをしっかり
　やっておきたいと思う。 （精密板金加工）
◇後継者不在の状況を早期に解決したい。収益改善
　のため、生産性の向上に取り組みたい。
◇円安が続く限り、原料・資材等は全て値上げ傾向。
　日本経済の好転はみえにくいので、会社は省力化
　への投資をしつつ新たな収益を出せる販路を開拓
　したい。
◇大手量販店の仕事をいただける予定で、今後、生
　産が間に合うかとの心配もある。まだまだ伸びる
　余地はあるので、大胆かつ繊細に改めていきたい。
 （以上、食料品）
◇販売方法など見直せるところを見直し、できるだ

　け効率を上げておきたい。動きがあったとき、す
　ぐに対応できるように。 （圧縮機）
◇今年は、人材確保が本格化する年になる。すでに
　退職予定の従業員もおり、人材の確保育成が大事
　な年になると思う。 （精密板金部品）
◇当社の業界は全体的に縮小していくとみている。
　したがって、販路拡大と付加価値を一層上げてい
　く努力が欠かせない。 （金属製品）
　建設業
◇職人不足の中、より収益性の高い工事を中心に受
　注を目指す。住宅の新築工事は建材の価格高騰に
　よる請負額の高価格化や住宅ローン金利の上昇に
　より、減少していくだろう。 （一般建築）
◇受注については、計画値をクリアする見込み。た
　だし、資材・外注費等の高騰が続き、利益幅は厳
　しい状況が続いている。
◇公共事業が減少してきており、今までと同じ形で
　の売上高は望めない。新規事業、新たな収益源を
　模索検討しているが、現状、形にはなっていない。
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［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
調査企業：回収210社（製造業68社、建設業69社、
　　　　　卸小売業40社、サービス業33社）
　　　　　うち従業員30人未満153社（72.9％）

アンケート
2025年の経営見通し ①

2024年１２月調査

良
い

悪
い

良い

やや良い

ほぼ同じ

やや悪い

悪い
分からない
無回答

良くなる

やや良くなる

ほぼ同じ

やや悪くなる

悪くなる
分からない
無回答

良
い

悪
い

「2025年の展望と業界見通し」に関する企業からのコメント
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 ▲6.6　［良くなった］22.4％ ［悪くなった］29.0％
 ▲６．６　［良くなる］18.1％ ［悪くなる］24.7％

2024年の業況

2025年の業況見通し
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「業況判断D.I.」の推移（全体）
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◇ 受注に応じて売上・利益も変動するので、来期の
　予想も推測し難いが同率の売上利益を目指したい。
◇建築リフォームの引き合いは毎年増えている。し
　かし、競合も増え失注もある。付加価値・サービ
　スの充実が必要と考える。　　（以上、総合建設）
　卸小売業
◇地元顧客様の中での存在価値を高め、長野県を代
　表する菓子企業として飛躍をする。業界は嗜好品
　のため、厳しい状況ですが、顧客様が幸せな時間
　を過ごせるようお手伝いをしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（洋菓子小売）
◇秋にオープンする須坂イオンモールの影響がどの
　程度になるか分からないが、温暖化が進行する中
　で、衣料品の販売には大きな影響が出てくると思
　われる。　　　　　　　　　　　　（衣料品小売）

　サービス業
◇今までの稼ぎ方を変えなくてはならない。新しい法
　の改正により、会社として新しい形態に生まれ変わ
　る必要があり、なんとか順応していければと思う。
◇人口減少にともない国内輸送需要は徐々に減少し
　ていくものと思われるが、それを上回るスピード
　で供給力が落ちていく。2024年問題の影響がさら
　に顕在化してくるものと考える。（以上、運送業）
◇従来型媒体による広告出稿は長期的に減少する見
　通し。SNS等デジタルソリューション活用による
　広告宣伝、プロモーションが増加すると見込まれ、
　今後、同部門による提案力強化を早急に進めてい
　く。　　　　　　　　　　　　　　　（広告代理）
◇ 団体客を受入れする宿泊施設が年々少なくなって
　いるので、今後、さらに当館の強みを活かせると
　思う。　　　　　　　　　　　　　　（温泉旅館）

2024年の業況

全産業で前年に比べ悪化

●2023年と比べて、2024年の暮らし向きはどうだったか（％）

●2025年の暮らし向きは、2024年に比べてどうなるか（％）

全　体

全体 全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

2024年 2025年（予測）

2023年 2024年（今回）

全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

　「2024年の暮らし向きは、2023年と比べてどう
だったか」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は8.8％（2023年調査：8.4％）、「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は25.6
％（同調査：21.5％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲16.8
となり、2023年（▲13.1）に比べ3.7㌽悪化しました。

　男女別では、［良くなった］は男性7.6％、女性
10.5％、［悪くなった］は男性27.3％、女性23.5％と
なり、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲19.7％、女性▲
13.0となりました。年代別では、10～20代が＋7.0、
30～40代が▲9.0、50代以上が▲30.6となり、年代
により顕著な違いがみられました。
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◇ 色々なものが高くなっている。しばらく戻りそう
　もなくいつまで続くのか不安を感じている。
◇ 年金は私達の代のときに存在するのかなど、老後
　のことを考えるととても不安。
◇ 以前は海外旅行をたびたび楽しんでいたが、円安
　が定着してしまった影響で海外旅行に行きにくく
　なってしまった。　　　　　   （以上、20代女性）
◇ 先々のことを考えると、不安等に押しつぶされそ
　うになるが、自分がやりたいことをできるように
　資金面を考えながら過ごせればと思う。
◇ 現在妻が103万、106万の壁を超えない範囲で働い
　ているが、年収の壁が撤廃または緩和された場合
　に、働き方や家事の分担をどうするか、子供が小
　さいこともあり頭を悩ませている。
◇ 金融機関からの借入金利の上昇や物価高など暮ら
　し向きについて後ろ向き的な要因が多いと感じる。
　このような状況にあって、今年度の長野市の方針
　である子供の医療費無償化には大いに期待してい
　る。　　　　　　　　　　　　（以上、30代男性）
◇ 子供にお金がかかるときなので、子供が大学に行
　く際は家計が苦しい。学資保険に入っているが、
　月々の支払いも３人分はかなり負担になっている。
◇ 物価高が会計を直撃しており、給与収入が多少増
　えても支出として出ていってしまうため、給与が

　上がった実感は全くない。景気が良くなったと感
　じることも少ない。　　　　　（以上、40代女性）
◇ 物価高なのに給料は上がらず、生活に不安しか感
　じない。　　　　　　　　　　　　　（50代女性）
◇ 食品価格、光熱費等の日常生活周りのコストが上
　昇し、個別価格に敏感になっている。家電等の耐
　久消費財の購入は見送っている。
◇将来、自分が高齢者になり独り身になったときに、
　終活や住まいなどの問題をうまく乗り越え、管理
　できるかが不安。今後、増えるであろう「独り身」
　に対して、国、市町村が「子育て問題」と同じレベ
　ルで真摯に考えてもらい、公共・民間で協力して
　相談できる窓口を増やして欲しい。
◇ 一日一瞬を「一生懸命」生きるだけ。
　　　　　　 　　　　　　　　　（以上、50代男性）
◇ 買い物をしていても、物の値段が高くなったこと
　を実感している。節約できる所は節約して少しで
　も老後の蓄えにと思う日々。　　（60代以上女性）
◇ 夫婦円満に暮らしている。
◇ せっかく新車を買ったのに１月にかけて政府の補
　助金が引き下げられ、ガソリン価格がさらに高騰
　するとのこと。政府は無駄遣いせず、国民に寄り
　添った支援をして欲しい。　　（以上、60代男性）

　「2025年の暮らし向きはどうなるか」を聞きました。
　「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた［良くな
る］は7.3％（2024年実績7.4％）、「悪くなる」と「や
や悪くなる」を合わせた［悪くなる］は34.9％（同
23.2％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲27.6となり、
2024年実績（▲15.8）に比べ11.8㌽悪化（予想）とな
りました。
　男女別では、［良くなる］は男性7.2％、女性7.4
％、［悪くなる］は男性36.6％、女性32.7％となり、
暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲29.4、女性▲25.3とな
り、4.1㌽の差がありました。年代別では、10～20
代が▲1.8、30～40代が▲21.2、50代以上が▲41.0
となり、前問同様、顕著な差がみられました。
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2025年の暮らし向き
生活者アンケート

［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）

2024年12月調査
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「暮らし向き」に関する生活者からのコメント
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   2024年の暮らし向き
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2025年の暮らし向き（予想）
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●「暮らし向き」の推移（全体）
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暮らし向き判断D・I
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▲6.0
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▲13.1

▲16.8

2024年の暮らし向き
2023年に比べ悪化

2025年の暮らし向き（予測）
2024年（実績）に比べ11．８㌽悪化

2025年の暮らし向き（予想）
2024年（実績）に比べ11．８㌽悪化

［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）

2025年の業況見通し

全産業で悪化見通し

8.4％
21.5％

「暮らし向き判断D.I.」の推移（全体）
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●2024年の業況は、2023年に比べてどうだったか（％） ～全産業は2023年（＋9.0）より悪化の▲6.6に～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2024年2022年 2023年

全産業 全産業

●2025年の業況見通しは、2024年に比べてどうか（％） ～全産業は2024年（実績＋5.5）より12.1ポイント悪化の▲6.6を予想～

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

2025年（見通し）2024年2023年
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　「2024年の業況は、2023年に比べてどうだった
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなった」と「やや良くなった」
を合わせた［良くなった］と答えた企業（22.4％）か
ら、「悪くなった」と「やや悪くなった」を合わせた
［悪くなった］と答えた企業（29.0％）を引いた業況
判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6となり、2023年（＋9.0％）に比べ15.6
ポイ
ント悪化となりました。

　従業員規模で見ると、30人未満の業況判断Ｄ.Ｉ.
は▲7.3に対して、30人以上は▲5.2となり、30人
未満が2.1㌽下回りました。
◇４業種 （2023年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（▲1.6）に
比べ▲11.7ポイント悪化の▲13.3となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋8.8）に
比べ21.9㌽悪化の▲13.1となりました。
　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（±０）
に比べ5.0㌽悪化の▲5.0となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
37.8）に比べ19.7㌽悪化の＋18.1となりました。

　「2025年の業況見通しは、2024年に比べてどう
か」を聞きました。
　全産業では、「良くなる」と「やや良くなる」を合
わせた［良くなる］と答えた企業（18.1％）から、「悪
くなる」と「やや悪くなる」を合わせた［悪くなる］と答
えた企業（24.7％）を引いた業況判断Ｄ.Ｉ.は▲6.6とな

り、2024年実績（＋5.5）に比べ12.1㌽悪化しました。
　従業員規模で見ると、30人未満の▲4.6に対し
て、30人以上は▲12.3となり、30人未満が7.7㌽上
回りました。
◇４業種（2024年比）
　製造業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋17.8）に
比べ17.8㌽悪化の±０となりました。
　建設業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（▲12.2）
に比べ8.1㌽悪化の▲20.3となりました。

　卸小売業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2024年実績（＋7.0）
に比べ9.5㌽悪化の▲2.5となりました。
　サービス業　業況判断Ｄ.Ｉ.は、2023年実績（＋
10.8）に比べ7.8㌽悪化の＋3.0となりました。
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　製造業
◇ロシア・ウクライナ戦争、イスラエル・ガザ紛争
　に加え、アメリカ大統領トランプ氏の就任等、不
　安材料が多く業界の見通しが全くつかめない。
 （輸送機械部品）
◇「明けない夜はない」と信じ設備投資を実施した。
　不安はあるが、先を信じ今できることをしっかり
　やっておきたいと思う。 （精密板金加工）
◇後継者不在の状況を早期に解決したい。収益改善
　のため、生産性の向上に取り組みたい。
◇円安が続く限り、原料・資材等は全て値上げ傾向。
　日本経済の好転はみえにくいので、会社は省力化
　への投資をしつつ新たな収益を出せる販路を開拓
　したい。
◇大手量販店の仕事をいただける予定で、今後、生
　産が間に合うかとの心配もある。まだまだ伸びる
　余地はあるので、大胆かつ繊細に改めていきたい。
 （以上、食料品）
◇販売方法など見直せるところを見直し、できるだ

　け効率を上げておきたい。動きがあったとき、す
　ぐに対応できるように。 （圧縮機）
◇今年は、人材確保が本格化する年になる。すでに
　退職予定の従業員もおり、人材の確保育成が大事
　な年になると思う。 （精密板金部品）
◇当社の業界は全体的に縮小していくとみている。
　したがって、販路拡大と付加価値を一層上げてい
　く努力が欠かせない。 （金属製品）
　建設業
◇職人不足の中、より収益性の高い工事を中心に受
　注を目指す。住宅の新築工事は建材の価格高騰に
　よる請負額の高価格化や住宅ローン金利の上昇に
　より、減少していくだろう。 （一般建築）
◇受注については、計画値をクリアする見込み。た
　だし、資材・外注費等の高騰が続き、利益幅は厳
　しい状況が続いている。
◇公共事業が減少してきており、今までと同じ形で
　の売上高は望めない。新規事業、新たな収益源を
　模索検討しているが、現状、形にはなっていない。
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［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
調査企業：回収210社（製造業68社、建設業69社、
　　　　　卸小売業40社、サービス業33社）
　　　　　うち従業員30人未満153社（72.9％）

アンケート
2025年の経営見通し ①

2024年１２月調査

良
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悪
い

良い

やや良い

ほぼ同じ

やや悪い

悪い
分からない
無回答

良くなる

やや良くなる

ほぼ同じ

やや悪くなる

悪くなる
分からない
無回答

良
い

悪
い

「2025年の展望と業界見通し」に関する企業からのコメント
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2024年の業況

2025年の業況見通し
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「業況判断D.I.」の推移（全体）
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◇ 受注に応じて売上・利益も変動するので、来期の
　予想も推測し難いが同率の売上利益を目指したい。
◇建築リフォームの引き合いは毎年増えている。し
　かし、競合も増え失注もある。付加価値・サービ
　スの充実が必要と考える。　　（以上、総合建設）
　卸小売業
◇地元顧客様の中での存在価値を高め、長野県を代
　表する菓子企業として飛躍をする。業界は嗜好品
　のため、厳しい状況ですが、顧客様が幸せな時間
　を過ごせるようお手伝いをしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（洋菓子小売）
◇秋にオープンする須坂イオンモールの影響がどの
　程度になるか分からないが、温暖化が進行する中
　で、衣料品の販売には大きな影響が出てくると思
　われる。　　　　　　　　　　　　（衣料品小売）

　サービス業
◇今までの稼ぎ方を変えなくてはならない。新しい法
　の改正により、会社として新しい形態に生まれ変わ
　る必要があり、なんとか順応していければと思う。
◇人口減少にともない国内輸送需要は徐々に減少し
　ていくものと思われるが、それを上回るスピード
　で供給力が落ちていく。2024年問題の影響がさら
　に顕在化してくるものと考える。（以上、運送業）
◇従来型媒体による広告出稿は長期的に減少する見
　通し。SNS等デジタルソリューション活用による
　広告宣伝、プロモーションが増加すると見込まれ、
　今後、同部門による提案力強化を早急に進めてい
　く。　　　　　　　　　　　　　　　（広告代理）
◇ 団体客を受入れする宿泊施設が年々少なくなって
　いるので、今後、さらに当館の強みを活かせると
　思う。　　　　　　　　　　　　　　（温泉旅館）

2024年の業況

全産業で前年に比べ悪化

●2023年と比べて、2024年の暮らし向きはどうだったか（％）

●2025年の暮らし向きは、2024年に比べてどうなるか（％）

全　体

全体 全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

2024年 2025年（予測）

2023年 2024年（今回）

全　体 男　性 女　性 10～20代 30～40代 50代以上

　「2024年の暮らし向きは、2023年と比べてどう
だったか」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は8.8％（2023年調査：8.4％）、「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は25.6
％（同調査：21.5％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲16.8
となり、2023年（▲13.1）に比べ3.7㌽悪化しました。

　男女別では、［良くなった］は男性7.6％、女性
10.5％、［悪くなった］は男性27.3％、女性23.5％と
なり、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲19.7％、女性▲
13.0となりました。年代別では、10～20代が＋7.0、
30～40代が▲9.0、50代以上が▲30.6となり、年代
により顕著な違いがみられました。

9

◇ 色々なものが高くなっている。しばらく戻りそう
　もなくいつまで続くのか不安を感じている。
◇ 年金は私達の代のときに存在するのかなど、老後
　のことを考えるととても不安。
◇ 以前は海外旅行をたびたび楽しんでいたが、円安
　が定着してしまった影響で海外旅行に行きにくく
　なってしまった。　　　　　   （以上、20代女性）
◇ 先々のことを考えると、不安等に押しつぶされそ
　うになるが、自分がやりたいことをできるように
　資金面を考えながら過ごせればと思う。
◇ 現在妻が103万、106万の壁を超えない範囲で働い
　ているが、年収の壁が撤廃または緩和された場合
　に、働き方や家事の分担をどうするか、子供が小
　さいこともあり頭を悩ませている。
◇ 金融機関からの借入金利の上昇や物価高など暮ら
　し向きについて後ろ向き的な要因が多いと感じる。
　このような状況にあって、今年度の長野市の方針
　である子供の医療費無償化には大いに期待してい
　る。　　　　　　　　　　　　（以上、30代男性）
◇ 子供にお金がかかるときなので、子供が大学に行
　く際は家計が苦しい。学資保険に入っているが、
　月々の支払いも３人分はかなり負担になっている。
◇ 物価高が会計を直撃しており、給与収入が多少増
　えても支出として出ていってしまうため、給与が

　上がった実感は全くない。景気が良くなったと感
　じることも少ない。　　　　　（以上、40代女性）
◇ 物価高なのに給料は上がらず、生活に不安しか感
　じない。　　　　　　　　　　　　　（50代女性）
◇ 食品価格、光熱費等の日常生活周りのコストが上
　昇し、個別価格に敏感になっている。家電等の耐
　久消費財の購入は見送っている。
◇将来、自分が高齢者になり独り身になったときに、
　終活や住まいなどの問題をうまく乗り越え、管理
　できるかが不安。今後、増えるであろう「独り身」
　に対して、国、市町村が「子育て問題」と同じレベ
　ルで真摯に考えてもらい、公共・民間で協力して
　相談できる窓口を増やして欲しい。
◇ 一日一瞬を「一生懸命」生きるだけ。
　　　　　　 　　　　　　　　　（以上、50代男性）
◇ 買い物をしていても、物の値段が高くなったこと
　を実感している。節約できる所は節約して少しで
　も老後の蓄えにと思う日々。　　（60代以上女性）
◇ 夫婦円満に暮らしている。
◇ せっかく新車を買ったのに１月にかけて政府の補
　助金が引き下げられ、ガソリン価格がさらに高騰
　するとのこと。政府は無駄遣いせず、国民に寄り
　添った支援をして欲しい。　　（以上、60代男性）

　「2025年の暮らし向きはどうなるか」を聞きました。
　「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた［良くな
る］は7.3％（2024年実績7.4％）、「悪くなる」と「や
や悪くなる」を合わせた［悪くなる］は34.9％（同
23.2％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲27.6となり、
2024年実績（▲15.8）に比べ11.8㌽悪化（予想）とな
りました。
　男女別では、［良くなる］は男性7.2％、女性7.4
％、［悪くなる］は男性36.6％、女性32.7％となり、
暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲29.4、女性▲25.3とな
り、4.1㌽の差がありました。年代別では、10～20
代が▲1.8、30～40代が▲21.2、50代以上が▲41.0
となり、前問同様、顕著な差がみられました。
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［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
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実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）
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●１年前と比べて、今の暮らし向きはどうか（％） ●2025年の暮らし向きは、2024年に比べてどうなるか（％）
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　「2024年の暮らし向きは、2023年と比べてどう
か」を聞きました。
　「良くなった」と「やや良くなった」を合わせた［良
くなった］は8.8％（2023年調査：8.4％）、「悪くなった」
と「やや悪くなった」を合わせた［悪くなった］は25.6
％（同調査：21,5％）で、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは▲16.8
となり、2023年（▲13.1）に比べ3.7㌽悪化しました。

9

◇年金は私達の代のときに存在するのかなど、老後
　のことを考えるととても不安。         （20代女性）
◇先々のことを考えると不安等に押しつぶされそう
　になるが、自分がやりたいことをできるように資
　金面を考えながら過ごせればと思う。（30代男性）
◇子供にお金がかかるときなので、子供が大学に行
　く際は家計が苦しい。学資保険に入っているが、
　月々の支払いも３人分はかなり負担になっている。
                              　　　　         　（40代女性）
◇物価高なのに給料は上がらず、生活に不安しか感
　じない。　　　　　　　　　　　　　（50代女性）
◇ 一日一瞬を「一生懸命」生きるだけ。
◇将来、自分が高齢者になり独り身になったときに、

　終活や住まいなどの問題をうまく乗り越え、管理
　できるかが不安。今後、増えるであろう「独り身」
　に対して、国、市町村が「子育て問題」と同じレベ
　ルで真摯に考えてもらい、公共・民間で協力して相
　談できる窓口を増やして欲しい。   （以上、50代男性）
◇買い物をしていても、物の値段が高くなったこと
　を実感している。節約できる所は節約して少しで
　も老後の蓄えにと思う日々。　　　　（60代女性）
◇夫婦円満に暮らしている。
◇せっかく新車を買ったのに１月にかけて政府の補
　助金が引き下げられ、ガソリン価格がさらに高騰
　するとのこと。政府は無駄遣いせず、国民に寄り
　添った支援をして欲しい。　　（以上、60代男性）

　男女別では、［良くなった］は男性7.6％、女性
10.5％、［悪くなった］は男性27.3％、女性23.5％と
なり、暮らし向き判断Ｄ･Ｉは男性▲19.7％、女性▲
13.0となりました。世代別では、10～20代が＋7.0、
30～40代が▲9.0、50代以上が▲30.6となり、その
差は37.6㌽と広がっています。

　「2025年の暮らし向きはどうなるか」を聞きました。
　「良くなる」と「やや良くなる」を合わせた［良くな1.8
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［調査要領］
実施期日：2024年12月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
対 象 者：来店客386人（男性224人･女性162人）
調査方法：アンケート用紙に記述（無記名）

2024年12月調査

1.4 7.0

70.1

18.0

5.8 3.1 7.4
17.5

2.2
7.6

変わらない

悪くなった どちらとも
言えない
無回答

「暮らし向き」に関する生活者からのコメント

8.4

21.5
22.827.3

2.5

21.023.5

0.0
17.517.5

2.1
15.817.9

8.910.5
24.5

3.8

4.2
4.9

18.3 23.2

65.1
54.0 51.2

61.4

62.3

42.6

7.4
17.5

7.2 7.4 6.2 4.9

19.3
27.4

45.9

36.6 32.7

0.7 6.7 1.8 5.4 2.5 4.9 7.0

10.5

1.4 4.8 1.1 3.8

17.5

22.6

12.6

0.0

4.87.6

24.1

4.1 6.68.0

る］は7.3％（2024年実績7.4％）、「悪くなる」と「や
や悪くなる」を合わせた［悪くなる］は34.9％（同
23.2％）で、暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は▲27.6となり、
2024年実績（▲15.8）に比べ11.8㌽悪化（予想）とな
りました。
　男女別では、［良くなる］は男性7.2％、女性7.4
％、［悪くなる］は男性36.6％、女性32.7％となり、
暮らし向き判断Ｄ.Ｉ.は男性▲29.4、女性▲25.3とな
り、4.1㌽の差がありました。世代別では、10～20
代が▲1.8、30～40代が▲21.2、50代以上が▲41.0
となり、前回同様、顕著な差がみられました。
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◇ 物価高が続き、給与等の収入がインフレ率に追
い　つかない状況の中で、30代～40代の世代の生
活は　大変だと思う。政府による30代～40代世帯
への金　銭的支援が必要ではと感じている。
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●2023年と比べて、2024年の暮らし向きはどうだったか（％）
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　この図は、明治10年（1877）ころに作られた「長
野県信濃国水内郡豊野村」の図の主要部分です。
豊野村は、明治９年（1876）５月に神代村と中尾村
が合併して発足しました。また水内郡は、明治12年
（1879）１月に上水内郡と下水内郡に分割されまし
た。したがってこの図は、その間に作られたこと
になります。
「豊野」という村名
　明治８年（1875）から明治９年（1876）にかけて、
合併によって各地に新しい村が誕生しました。そ
の際北信濃では、新村名に「豊」の文字を入れるの
が流行しました。豊野村もその１つです。新しい

（34）豊野

村が豊かな村であってほしいとの願いが込められ
ているのでしょう。このほか明治８年（1875）に豊
津村（中野市）と豊郷村（野沢温泉村）が、明治９年
（1876）には豊岡村（長野市戸隠）、豊栄村（長野市
松代町）、豊栄村（栄村）、豊田村（飯山市）といっ
た村々が誕生しています。
　こうした村々の中で最も発展したのが、豊野村
です。明治21年（1888）に豊野駅が開業し、大正10
年（1921）には飯山鉄道（飯山線）の起点となりまし
た。昭和30年（1955）に豊野町となり、平成17年
（2005）に長野市に編入されました。

北国谷街道
　図の右上（北東）から左下（南
西）に向かって蛇行している
道には、「北国谷街道」と記さ
れています。「元票」（元標）と
「横町橋」の間の東西の直線部
分が神代宿で、両脇に人家が
建ち並んでいるのが分かりま
す。明治11年（1878）に長野県
が作った『長野県治一覧概表』
によれば、この道は「長野ヨ
リ越後長岡ニ至ルノ路線」で、
長野、新町、神代、浅野、上今
井、替佐、飯山、戸狩、桑名
川、西大滝、平滝、森が宿場でした。飯山街道や
十日町街道とも呼ばれ、飯山藩主はこの道を通っ
て参勤交代していました。文化11年（1814）には、
伊能忠敬の一行が飯山まで歩いて測量しています。
北国脇街道
　図の左上（北西）から下方（南）に延びている道は、
下部に「北国脇街道」と記されています。これは、
矢代（屋代）宿で北国街道と分かれ、松代、川田、
福島、長沼、神代を経て北国街道の牟礼宿に出る
北国脇往還です。大雨で千曲川や犀川が増水して
渡れない時に利用されることが多かったので、雨
降り街道などとも呼ばれていました。「北国谷街
道」は公的な街道ではありませんが、「北国脇街道」
は北国街道を補完する公式の街道だったのです。
　この街道の歴史は古く、城のある松代と長沼を
経由する道として戦国時代から重視されていまし
た。本能寺の変の後、北信濃を支配した上杉景勝
は、天正11年（1583）に牟礼（飯綱町）に制札を掲
げ、信濃と越後を往来する人民は牟礼から香白坂
を通って長沼に出るように命じています。
神代宿
　「北国谷街道」と「北国脇街道」が、卍のように交
差している場所が神代宿です。しかし神代宿は本
来は「北国谷街道」（飯山街道）の宿場であって、
「北国脇街道」（雨降り街道）の宿場ではありません
でした。「北国脇街道」の長沼宿と牟礼宿は約３里
（約12㎞）も離れていますが、公式にはその間に宿
場はなかったのです。雨降り街道の長沼宿は、天
候によって突発的に通行が増える上に、大洪水も

あって、人馬の継ぎ立てに動員されるのが負担に
なっていました。そこで長沼宿が幕府に嘆願した
結果、元文４年（1739）に神代宿は正式に「北国脇
街道」の宿場となりました。しかし「北国谷街道」
の神代宿をそのまま利用したため、「北国脇街道」
から見ると宿場が街道沿いにない、まるで姨捨駅
のスイッチバックのような不思議な構造の宿場と
なりました。
石油鉱
　神代宿の西端の「元票」（元標）から「北国脇街道」
を北に進むと、すぐに「油沢橋」があり、その北に
「　石油」と書かれています。ここは「油沢」とい
う地名が示すように元々油気があったので、明治
４年（1871）から油田の開発が行われました。その
後も昭和まで断続的に石油の採掘が試みられまし
たが、成功しませんでした。
豊野駅の開業
　豊野駅は、長野駅と同時の明治21年（1888）５月
１日に開業しました。図の「字中尾」の南部に鉄道
が敷設されました。豊野駅は飯山・中野方面の玄
関口として栄えました。小諸義塾の教師となった
島崎藤村は、明治34年（1901）から何度も豊野駅で
下車して、川船で千曲川を下って飯山を訪れまし
た。その取材をもとに小説『破戒』を書きました。
豊野駅前には、豊野駅を舞台にした『破戒』の一節
を記した文学碑があります。

２月号は「小布施」の予定です。

北信濃 明治時代の風景

豊野駅前の『破戒』の文学碑
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総合企画部

　「北信地区の景気は良いと感じている
か」を聞きました。
　「良い」（1.3％）と「やや良い」（4.9％）を
合わせた［良い］（6.2％）から「やや悪い」
（31.3％）と「悪い」（7.5％）を合わせた［悪
い］（38.8％）を引くと、景気判断D.I.は▲
32.6となりました。
　男女別の景気判断D.I.を見ると、男性
▲41.5、女性が▲20.3で、女性が21.2ポイント
高くなりました。
　年代別の景気判断D.I.を見ると、10～
20代が▲15.8、30～40代が▲35.0、50代
以上が▲36.0となり、年代が上がるほ
ど景気判断D.I.は低いという結果になり
ました。
      〈当金庫・2024年12月調査〉
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物価について ①

◆北信地区の景気

景気判断D.I. ▲32.6　「良くなった」6.2％ 「悪くなった」38.8％
●北信地区の「景気は良い」と感じるか（％）
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2月 4日 火

  6日 木

  7日 金
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  13日 木
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2月 1８日 火
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  21日 金

  25日 火

  26日 水

  28日 金
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